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本製品の使用・適用についての注意

【１】　 本製品はＩＢＭＰＣ／ＡＴ互換機のＰＣＩバス拡張Ｉ／Ｏ スロット、またはＰＣＩバ
        ス拡張Ｉ／Ｏボックスに装着して使用するものです。

　【２】　本製品が組み込まれたシステムの運用対象・方法・場所・環境等によって、故障・誤動
　　　　作等が生じた場合に起こり得る、身体・生命・財産等に対する損害の回避措置は同システ
　　　　ムの設計・制作に別途付加・反映させてください。　本製品自体には前述の機能は無く、
　　　　したがって当社では本製品が組み込まれたシステムの運用により発生した故障・誤動作・
　　　　事故に起因する身体・生命・財産等の損害に対する責任は負えません。　これは本製品の
　　　　故障・誤動作が原因となった場合も含み、理由の如何を問いません。

　【３】　本製品付属のソフトウエアは本製品利用の方法を示す例、またオプションの関連ソフト
　　　　ウエアは本製品利用の一般的便宜をはかるものであり、現在未発見のバグ存在の可能性も
　　　　含めて、運用結果についての責任は一切負えません。
　　　　　これらのソフトウエアには自身が組み込まれたシステムに故障・誤動作・事故等が生じ
　　　　た場合に起こり得る身体・生命・財産等に対する損害の回避機能はありません。　御利用
　　　　の場合は同システムの設計・制作で配慮・付加・反映させてください。

　【４】　本製品（付属ソフトウエア含む）、およびオプションの関連ソフトウエアは医用・航空
　　　　機器用・その他、高信頼性・高安全性を必要とするシステムに使用しないでください。

　【５】　本製品付属のソフトウエアについて当社は著作権を保持しますが、第３者の権利を侵害
　　　　しない限りにおいて、購入者は自身が制作するシステム等に自由に組み込み、販売するこ
　　　　ともできます。　但し、当社製ソフトウエアのソースコードを含むソフトウエアを第３者
　　　　に販売・移転するときは当社の文書による事前許可を必要とします。

　【６】　当社では本製品の販売・サポート・保証の範囲を日本国内に限っています。

故障・修理・サポート方法について

　【１】　納入後１年間は自然故障、および当社製造上の問題に起因したことが明らかな故障製品
　　　　に対して無償修理を行います。  但し、故障・不具合の原因や無償修理の対象となるか否
        かは（過去の経験等に照らして）当社側で判定させていただきます。

　【２】　落雷等の自然現象、または漏電・過電圧印加・機械的破損・その他、使用者側の責に帰
　　　　する故障品に対しては実費にて修理をお請けします。

　【３】　修理は宅配便によるセンドバックで行います。　なお、運賃は互いに発送する側が負担
　　　　するものとします。（無償修理の場合も含む／着払い不可。）

　【４】　本製品使用上の質問・トラブル対応・故障修理等は入手経路の如何にかかわらず、当社
　　　　宛に直接御相談・御用命ください。　その際は、客観情報の整理・評価を行うために必ず
　　　　ＦＡＸ等でレポートを御送付ください。（解決速度が格段に上ります。）
　　　　　本書末尾の《Ｑ＆Ａフォーム》が便利です。
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本製品の構成

　　本製品は　◆ＴＤＡ－７７２ＰＣＩボード、
　　　　　　　◆入出力プラグ（アナログ、デジタル、各１個）
　　　　　　　◆ソフトウエア、取扱説明書ＰＤＦファイルを格納したＣＤＲＯＭ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から成ります。
　　　　　　　◇オプション：印刷された取扱説明書（本書）、回路図。
　　　　　　　　　　　　　　取扱説明書ＰＤＦファイルは当社ＷＥＢからも入手できるほか、
　　　　　　　　　　　　　　上記のＣＤＲＯＭは何時でも御請求により無償配布しています。

　　当ＣＤＲＯＭには、
　動作確認プログラム、学習用サンプルプログラム（ＶＢ，ＱＢ，Ｃ）、およびＷＩＮＤＯＷＳ
９８・ＭＥ／ＮＴ／２０００／ＸＰ用のハンドラ（ドライバ／関数ライブラリドライバ／関数ライブラリドライバ／関数ライブラリドライバ／関数ライブラリ）と各種言語の
サンプルプログラム（ＶＢ，Ｃ，Ｃ++，Ｄｅｌｐｈｉ等）、取扱説明書ＰＤＦファイルが格納

　されています。

価 格 表

   （消費税は含まれていません。）　　　                             ／２００４年 ５月／
 　　　　製品名 　 価格（￥） 　　　　　　　　　　　　　製品の概要
ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ（Ｖ）-２   ８６,０００  電圧出力２チャンネル（絶縁型）１６/１４/１２ビットＤＡボード
ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ（Ｉ）-２   ９６,０００  電流出力２チャンネル（絶縁型）１６/１４/１２ビットＤＡボード
    （以下、オプション）
ＴＤＡ-７７２取説セット取説セット取説セット取説セット     ２,０００  印刷された取扱説明書＋回路図
ＤＳ０９Ｓ-１５０     ６,０００  アナログ出力用１.５ｍケーブル（片方：プラグ／他方：バラ）
ＤＸ３６Ｓ-１５０     ８,０００  デジタル入出力ケーブル（１.５ｍ長／片方プラグ、他方バラ）
ＣＢＯＸ-４０４ＡＩＯ   １９,０００  アナログ信号ＢＮＣ接続箱（対ボード１ｍケーブル付）

  《 取説セット 》 　印刷された取扱説明書＋回路図は有償です。（￥２０００）
                   が、同一内容の取説ＰＤＦファイルと添付ソフトを格納したＣＤＲＯＭは無償配布しており、また
 　　　　　　　　　取説ＰＤＦファイルは当社ホームページから無償ダウンロードすることができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜www.microscience.co.jp＞
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《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》                                                                   １-１．本機の仕様・概要

第１章．導入・試運転

1-1.本機の仕様・概要

　フォトカプラ絶縁型の２チャンネル高精度（１６／１４／１２ＢＩＴソフト切替え）ＤＡボード
です。　チャンネル別に絶縁しているので制御対象機器間のＤＣ結合が無く、高精度制御システム
に最適です。

 ＝ 主な仕様 ＝

 ■ 各チャンネルごとにフォトカプラ絶縁
 ■ 電圧出力機：ＴＤＡ－７７２ＰＣＩ（Ｖ）、または４～２０ｍＡ電流出力機：同（Ｉ）
 ■ 電圧セトリング：２０μｓ（０.０５％ＦＳ／負荷容量１００ｐＦで１０ｖスイングのとき）
 ■ 電流セトリング：３０μｓ（０.０５％ＦＳ／負荷抵抗５００Ωのとき）
 ■ 出力サイクル　：１０μｓ（本機内での両チャンネルＤＡデータ転送オーバーラップ可能）
 ■ 非直線性　　　：０.００８％ＦＳ（電圧出力）、０.０３１％ＦＳ（電流出力）
 ■ 正確度（１）  ：０.０４０％ＦＳ（常温で製造時１４ビット、０～＋１０ｖ範囲／Ａﾓｰﾄﾞ）
 ■ 正確度（２）　：０.０６０％ＦＳ（１４ビット、０～＋１０ｖ範囲／Ａﾓｰﾄﾞ 以外）
 ■ 温度ドリフト　：０.００２％ＦＳ／℃（電圧出力）、０.００６％ＦＳ／℃（電流出力）

 ■ 電圧出力時の負荷駆動能力：容量１０００ｐＦ以下、抵抗５ＫΩ以上（負荷電流２ｍＡ以下）
 ■ 出力電圧範囲（ソフト切替え）　　　　１６ＢＩＴ：±１０／±５ｖ のみ。
　　　　　　　　　　　　　  １２ＢＩＴ・１４ＢＩＴ：±１０／±５／０～＋１０／０～＋５ｖ

 ■ ＤＡデータコード　　：バイナリ、または２の補数（ソフト切り替え）
 ■ ＤＡ出力動作　　　　：２チャンネル同期（複数ボード同期も可）、または各チャンネル単独
 ■ グリッチ・インパルス：最大３０ｎｖｓ（±１０ｖ出力範囲のとき）

　　　　　　　　　　　　　　　　　図１－１．ＴＤＡ－７７２ＰＣＩ機能ブロック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　絶縁
　　　　　 ＣＮ１　 （オプション）　　　　　　　　　  電源
　　　　　
 チャンネル０         電圧／電流　　　１６ＢＩＴ 　　  絶　　　　　　　　　　　　　　　   対
　　　　 出力         変換回路　　　　  高速ＤＡ       縁　　　　　　　　 　　　　　　　  Ａ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  データ転送　　　　　　  Ｔ　 　　 ＤＡデータ
　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　  ＤＡモード　　　　    　互
 チャンネル１　　　 　電圧／電流　　　１６ＢＩＴ　　   絶　　　　　　 　　　　　　　　　  換
　　　　 出力　　　 　変換回路　　　　　高速ＤＡ 　　　縁　　　　　　 　　　　　　　　　  機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　       　　      ・　     ステータス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  絶縁　　　　　　　　　　　　　　　  Ｐ
　　　　            　　　　　　　　　　　　　　　  　電源　　　　 更新制御　　　　　     Ｃ
　　　　　　 　　　ＣＮ２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 割り込み　　　　　　   Ｉ
 同期更新出力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     バ　　 　 条件設定
 同期更新入力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ス
　　　　　　　　　　　（ソフト指定で割り込みにも使用可能）　　　　　　　　　　　　　　　  入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    出　　　　割り込み
 ４ビット入力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   力
　 （現在値）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   制
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    御　　　　５ｖ電源
 ４ビット出力      
　 （ラッチ）      
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１-１．本機の仕様・概要                                                                   《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》

　　■ その他 ■

　　◇強制０ｖ出力機能：電源ＯＮ時、リセット時、およびデジタル入力（ソフトで事前指定）。
　　◇複数ボードの同期：マスタ機側の同期出力をスレーブ機側の同期入力に接続して可能。
　　◇デジタル入出力　：ＴＴＬ４ビット（現在値）入力、および４ビット（ラッチ）出力。
　　◇汎用割り込み機能：同期更新入力端子を割り込み入力としても使用可能。

　　◇Ｉ／Ｏアドレス　：プラグアンドプレイで自動設定（８ポート占有）
　　◇動作温度範囲　　：　　０～＋４５℃（結露しないこと）
　　◇保存温度範囲　　：－１０～＋８０℃（　〃　〃　〃　）

◇ 基板寸法　　　　：（１７４.３Ｌ）×（９８.４Ｈ）／ＰＣＩショート・サイズ
                          突出部、カードエッジを含まず。

　　◇電源・消費電流　：＋５ｖ／１.３Ａ（max１.５Ａ）

　　◇ＤＡ出力コネクタ　：　　　基板側：17LE-13090-27(D4AB)／ＤＤＫ製
　　（９ピンＤ－ＳＵＢ）　　適合プラグ：17JE-23090-02(D8A) ／ＤＤＫ製（１個添付添付添付添付）

　　◇デジタル入出力
　　　　　　　コネクタ　：　　  基板側：DX10A-36S／ヒロセ製
　　　　　　　　　　　　　　適合プラグ：DX40-36P(03)、DX36-CVI／ヒロセ製（１組添付添付添付添付）

　　◇オプション　　　  ：　デジタル入出力・端子台接続ボックス、
    【１－４項参照】        デジタル入出力ケーブル、
                            アナログ出力ケーブル。

　 対応ソフトウエア

　　◇ＭＳ－ＤＯＳ　：　ＣおよびＱｕｉｃｋ－Ｂａｓｉｃでの学習用サンプルソース。

　　◇ＷＩＮＤＯＷＳ：　ＷＩＮＤＯＷＳ９８・ＭＥ／ＮＴ／２０００／ＸＰ用の単純Ｉ／Ｏ実行
　　　　　　　　　　　ＤＬＬ＆デバイスドライバ、および本ボード専用ドライバ＆関数ＤＬＬ。
                      （ＶＢ，Ｄｅｌｐｈｉ，Ｃ，Ｃ＋＋サンプル付。）
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《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》                                                                     １-２．ボード上の設定

 1-2. ボード上の設定

      本ボード上の設定はデジタル出力の論理選択スイッチ（ＳＷ-ＰＬ）、およびボード番号
      設定スイッチ（ＳＷ-ＢＮ）だけです。

                               図１－２Ａ．ボード上の部品配置

                                ＴＭ  ＴＭ                         ＴＭ１１
                       ｃｈ１   １０  Ｉ１                         ＴＭ１０
                       電圧電流
                       変換
                       モジュール                 ＴＭ１２
   ア                （オプション）                                ＴＭ０１
   ナ                                                              ＴＭ００
   ロ        Ｃ
   グ        Ｎ                 ＴＭ  ＴＭ
   出        １       ｃｈ０    Ｉ０  Ｉ１        ＴＭ０２
   力                 電圧電流
                      変換
                      モジュール
                     （オプション）

   デ
   ジ             ＲＡ１
   タ        Ｃ                                                             ＳＷ-ＢＮ  ＳＷ-ＰＬ
   ル        Ｎ                 Ｕ０７
   入        ２        Ｒ６１
   出                                                                                  Ｐ   Ｎ
   力                          ＦＳ１                                        （０）

  ◆ＳＷ-ＢＮ：ボード番号設定スイッチ（出荷時：０／本ボードを複数使用時の認識用）
  ◆ＳＷ-ＰＬ：汎用デジタル出力論理選択スイッチ（出荷時：Ｐ＝正論理）

　◇ＣＮ１：アナログ出力《９ピンＤ－ＳＵＢ》　   　　　　　１－４項
　◇ＣＮ２：デジタル入出力《３６ピン・ハーフピッチ》

　◇ＴＭ００：電圧出力オフセット調整トリマ
　  ＴＭ０１：電圧出力スパン調整トリマ                 ＤＡチャンネル０用
    ＴＭ０２：電圧出力段オフセット調整トリマ          （再調整：５－３項）

　◇ＴＭ１０：電圧出力オフセット調整トリマ
　  ＴＭ１１：電圧出力スパン調整トリマ                 ＤＡチャンネル１用
    ＴＭ１２：電圧出力段オフセット調整トリマ          （再調整：５－３項）

  ◇ＴＭＩ０：電流出力オフセット調整トリマ             ＤＡチャンネル０，１各々
  ◇ＴＭＩ１：電流出力スパン調整トリマ                （再調整：５－３項）

  ◇Ｕ０７：デジタル出力素子（出荷時：７４ＬＳ０４）／３－８項
  ◇ＲＡ１：汎用デジタル出力プルアップ抵抗モジュール実装エリア（出荷時：未実装）／回路図
  ◇Ｒ６１：クロック出力プルアップ抵抗モジュール実装エリア（出荷時：未実装）／回路図
  ◇ＦＳ１：＋５ｖ電源出力保護ヒューズ（ＦＲＰＵ－０.５Ａ：浜井電球製）／回路図
  ◇ＩＳＰ－ＰＲＧ１：未実装（製造・保守用）
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１-３．入出力コネクタ・ピン接続                                                           《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》

1-3. 入出力コネクタ・ピン接続

　　本機のアナログ出力には９ピンのＤ－ＳＵＢコネクタ、またデジタル入出力用には３６ピンの
　ハーフピッチ・コネクタが使用されています。

　　表１－３．入出力コネクタ

　　適　用 　  　本ボード上のコネクタ        【製造社名】 　　　　　対外部接続プラグ《標準添付》
 アナログ出力  １７ＬＥ-１３０９０-２７（Ｄ４ＡＢ）【ＤＤＫ】　１７ＪＥ-２３０９０-０２（Ｄ８Ａ）
 デジタル入出力  ＤＸ１０Ａ－３６Ｓ　　　　　　　　【ヒロセ】 　ＤＸ４０－３６Ｐ（０３）、ＤＸ３６－ＣＶＩ

　　　　　　　　　　　　　　図１－３Ａ．アナログ出力コネクタ（ＣＮ１）ピン接続

　　　　　　　　　信号名　　　　　　　　   ピン番号　　　　　ピン番号　　　　　　　　信号名

　 　ＣＨ０－Ｖｏ（チャンネル０電圧出力）　　１  　 ○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 ○  　６　　　 ＣＨ０－ＣＯＭ（チャンネル０コモン）
 　　ＣＨ０－Ｉｏ（チャンネル０電流出力）　  ２ 　  ○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　   ○  　７　　　 ＣＨ０－ＣＯＭ（　  〃 　　 〃　  ）
 　　ＣＨ１－Ｖｏ（チャンネル１電圧出力）　　３  　 ○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 ○  　８　　　 ＣＨ１－ＣＯＭ（チャンネル１コモン）
     ＣＨ１－Ｉｏ（チャンネル１電流出力）  　４　   ○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 ○  　９　　　 ＣＨ１－ＣＯＭ（　  〃 　　 〃　  ）
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　５ 　  ○

　　　　　     　【注】アナログ出力回路はフォトカプラによりバス側と絶縁されています。
　　　　　　　      　（ＣＨ０－ＣＯＭ／ＣＨ１－ＣＯＭ／ＤＧ各間は絶縁されている。）

　　　　　　　　　　　　　　　図１－３Ｂ．デジタル入出力コネクタ（ＣＮ２）ピン接続

　　　　　　　　 信号名　　　　　　　　 　　ピン番号　　　　ピン番号　　　　　　　　　信号名

　　（デジタル入力ビット０）　　　Ｉ０　　 　１　　□　　□　　１９　　　ＤＧ　（デジタル・グランド）
　　（　　〃　　〃　〃　１）　　　Ｉ１　　 　２　　□　　□　　２０　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）
　　（　　〃　　〃　〃　２）　　　Ｉ２　　 　３　　□　　□　　２１　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）
　　（　　〃　　〃　〃　３）　　　Ｉ３　  　 ４　　□　　□　　２２　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）
　　（デジタル出力ビット０）　　　Ｑ０　   　５　　□　　□　　２３　　　ＤＧ　（デジタル・グランド）
　　（　　〃　　〃　〃　１）　　　Ｑ１　　   ６　　□　　□　　２４　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）
　　（　　〃　　〃　〃　２）　　　Ｑ２　　   ７　　□　　□　　２５　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）
　　（　　〃　　〃　〃　３）　　　Ｑ３　　   ８　　□　　□　　２６　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）
　　　　　　　　    （空き）                 ９　　□　　□　　２７　　　      （空き）
　　　　　　　　　　（空き    　　　　　   １０　　□　　□　　２８　　　　　　（空き）
　　　　　　（同期更新入力）ＵＰＤ－ＩＮ   １１　　□　　□　　２９　　　ＤＧ　（デジタル・グランド）
　　　　　　　　　　（空き）　　　　　　   １２　　□　　□　　３０　　　　　　（空き）
　　　　　　　　　　（空き）　　　　　　   １３　　□　　□　　３１　　　　　　（空き）
　　　　　　　　　　（空き）　　　　　　   １４　　□　　□　　３２　　　　　　（空き）
　　　　　　　　　　（空き）　　　　　　   １５　　□　　□　　３３　　　　　　（空き）
　　　　　　　　　　（空き）　　　　　　   １６　　□　　□　　３４　　　　　　（空き）
　　　　　（同期更新出力）ＵＰＤ－ＯＵＴ   １７　　□　　□　　３５　　　ＤＧ　（デジタル・グランド）
　　（ＰＣＩバス＋５ｖ出力）    ＋５ｖ　　 １８　　□　　□　　３６　　　ＤＧ　（　 〃 　・　 〃 　）
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《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》                                                                   １-４．入出力オプション

 1-4. 入出力接続オプション

　　アナログ出力コネクタ（９ピンＤ－ＳＵＢ）、およびデジタル入出力コネクタはハンダ付けで
作業できる適合プラグが各１個添付されています。  また各１.５ｍ長の汎用ケーブル、および
のオプションも用意しました。

                            図１－４Ａ．デジタル入出力シールドケーブル：ＤＸ３６Ｓ－１５０
　　　　　　　　　　　　　　            アナログ出力シールドケーブル  ：ＤＳ０９Ｓ－１５０

  

　　　　　　　　　　　　　　　　図１－４Ｂ．ＢＮＣ接続ボックス（アナログ出力）
　ＴＤＡ－７７２ＰＣＩ

　　　　　　　　　　 ＣＮ１
                                      
                                      
                               １ｍ長シールドケーブル（各ＢＯＸに付属）

　　　　　　　 　　　ＣＮ２
                            　　　    　　　　　　　　　　　                      ＣＢＯＸ－４０４ＤＩＯ

        図１－４Ｃ．端子台接続ボックス
　　 　             ＣＢＯＸ－０１０ＤＩＯ
　　　　　　　　　　　　　　  （製造中止）　　　　　　　　　　　ＣＢＯＸ－０１０ＤＩＯ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＩＣＲＯ　ＳＣＩＥＮＣＥ

　　　　　　　　　　　　　   ＢＮＣ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　 ＩＮＴ－Ｉ　 ＴＲＧ－Ｉ　 ＣＬＫ－Ｉ　 ＣＬＫ－Ｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ◎　　 　　　　◎　　 　 　   　◎
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　◎　Ｉ０　　　 ◎　Ｑ０　　   　◎ 　INT-I
　◇ＩＮＴ－Ｉ：本機では信号なし　　　　　　　         ◎　Ｉ１　　　 ◎　Ｑ１　　   　◎ 　TRG-I
　◇ＴＲＧ－Ｉ：　〃　〃　〃    　　　　　　　　　     ◎　Ｉ２　　　 ◎　Ｑ２　　   　◎ 　CLK-I
　◇ＣＬＫ－Ｉ：同期更新入力（ＵＰＤ－ＩＮ）　　　   　◎　Ｉ３　　　 ◎　Ｑ３　　   　◎ 　CLK-O
　◇ＣＬＫ－Ｏ：同期更新出力（ＵＰＤ－ＯＵＴ）　　     ◎　＋５ｖ　　 ◎　＋５ｖ　   　◎ 　＋５ｖ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　◎　ＤＧ　　　 ◎　ＤＧ　　   　◎ 　ＤＧ
　◇ＦＧ：フレーム・グランド（筐体）　        　　   　◎　ＦＧ　　　 ◎　ＦＧ　　  　 ◎ 　ＦＧ
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ◎　　　　　 　◎　　　　 　　　◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寸法：１２０Ｗ×１６０Ｌ×４５Ｈ（突出部を含まず）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筐体：スチール製
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１-５. ボードのインストール                                                              《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ 》

 1-5. ボードのインストール

 本製品はプラグアンドプレイに対応したＰＣＩボードです。
 御使用に先立ち、組み込むパソコンシステムにインストール（認識・リソース割り当て）される
 必要があります。  この作業はシス テムを立上げたとき（電源投入直後）に自動実行されます。

 準備

　①　本ボード上の諸設定は出荷時の状態（１－２項）とします。

②　 パソコン本体または拡張Ｉ／Ｏボックスの電源を切った状態でカバーを外し、任意の拡張
    （ＰＣＩバス）Ｉ／Ｏスロットに本ボードを無理なく押し入れ装着します。 注意することは、

　　  ◆　パソコン本体または拡張Ｉ／Ｏボックスの電源を必ず切っておく。　電源を入れた
　　　  ままで本ボードを抜き差しすることは双方の故障原因となります。

　　  ◆　本ボードのカードエッジ（金メッキ端子）に手を触れないこと。　手を触れると、
　　　  （油脂成分の付着等により）接触不良の原因となることがあります。　もし、触れて
　　　  しまった場合はアルコール等で拭き清めてください。

  本ボード上ＲＯＭ内のコンフィギュレーション情報

      ◆VendorＩＤ          ： １３ＦＤＨ（インタフェース素子の製造者ＩＤ）【注１】
◆ DeviceＩＤ          ： ０１０５Ｈ（インタフェース素子自体のＩＤ）【注１】
◆ Subsystem VendorＩＤ： １３ＦＤＨ（ボード製造者＝マイクロサイエンス社のＩＤ）
◆ SubsystemＩＤ       ： ０１０５Ｈ（ボード自体のＩＤ）
◆ Class Code           ：１１００００Ｈ（本ボードの適合する分類コード）

      ◆リソース要求： Ｉ／Ｏアドレス： 連続した複数アドレス。（ボードにより異なる）
                        割り込み     ： デフォルトでは不要求。【注２】
                        バスマスタ   ： 機能なし（不要求）。

【注１】  VendorＩＤ／ DeviceＩＤは本来、インタフェース素子メーカ／素子自体を特定する
       ＩＤですが、本ボードで使用している素子は汎用品として多数の他社製品にも使用されて
       おり、（98/04/01）現在パソコンのプラグアンドプレイでは VendorＩＤと DeviceＩＤだ
       けでボードを認識する機種があるので（混乱を避けるために）当社ＩＤを記してあります。

【注２】 割り込みを使用する場合割り込みを使用する場合割り込みを使用する場合割り込みを使用する場合：本ボード上のＲＯＭに書き込まれているデフォルト（初期）の
       コンフィギュレーション情報では割り込みリソースを要求しません。  もし要求したときに
       空きが無く拒否されるとＩ／Ｏアドレスの割り当ても受けられず、認識不能状態になる恐れ
       があるからです。  割り込みを利用したいときは以下の手順を踏んでください。

        ①  本ボードを最初はデフォルト（初期）設定のままインストールし、システムから認識
          できる状態にしてください。

        ②  現在のシステムが使用しているリソース情報を調査してください。  割り込みに空が
          ある場合は（当社提供のユーティリティ：ｃｆ９０５０で）本ボード上のコンフィギュ
          レーション情報（ＲＯＭ）を割り込みリソースを要求するように修正して、一旦終了・
          電源を切ります。  （パソコン電源部保護のため１分以上の後）、再度電源投入すると
          プラグアンドプレイで割り込みリソースが割り当てられます。

        ③  割り込みリソースに空きが無い場合は最後の手段として、既に他デバイスに割り当て
          られている割り込みリソースを共有する方法も考えられますが、他デバイスの動作にも
          影響する恐れがあるため、現時点では当社のサポート対象外としています。
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《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》                                                               １-５. ボードのインストール

   インストール（１）  ：ＷＩＮＤＯＷＳ９５ＷＩＮＤＯＷＳ９５ＷＩＮＤＯＷＳ９５ＷＩＮＤＯＷＳ９５の場合。（    ＷＩＮＤＯＷＳ９８／ＭＥＷＩＮＤＯＷＳ９８／ＭＥＷＩＮＤＯＷＳ９８／ＭＥＷＩＮＤＯＷＳ９８／ＭＥも同様）

 《ボードのインストール》

       パソコンシステムの電源を投入するとＷＩＮＤＯＷＳ９ｘが立上り、このとき新ハード
     ウエア（本ボード）が初めて検出された時は対応ドライバの指定を求めてきます。

   ◆オリジナルのＷＩＮＤＯＷＳ９５では、
     ［新しいハードウエアが検出されました／必要なソフトウエアをインストールしています］
     に続くダイアログボックスのデフォルトは［ハードウエアの製造元が提供するドライバ］と
     なっていますから、添付の［ボードインストール・ディスク］を挿入、ウィザードに従って
     （ディスクがＦＤの場合は［［［［a:¥win9xa:¥win9xa:¥win9xa:¥win9x］］］］フォルダから）読み込ませてください。
     （ＣＤＲＯＭの場合は適切なドライブ□のフォルダ［□［□［□［□:¥win9x:¥win9x:¥win9x:¥win9x］］］］から）
       ファイルのコピーで“ms_pci.vxd”が見つからないのメッセージが出たら、コピー元に同
     上記のフォルダを指定してください。

   ◆ＷＩＮＤＯＷＳ９５／ＯＳＲ２バージョンでは、
       デバイスドライバ・ウィザードが立上り、
     ［新しいハードウエアが検出されました。／必要なソフトウエアを探しています］に続いて
     ドライバの検出過程ダイアログが現れますから、添付の［ボードインストール・ディスク］
     を挿入、ウィザードに従って（ディスクがＦＤの場合は［［［［a:¥win9xa:¥win9xa:¥win9xa:¥win9x］］］］フォルダから）読み込
     ませてください。（ＣＤＲＯＭの場合は適切なドライブ□のフォルダ［□［□［□［□:¥win9x:¥win9x:¥win9x:¥win9x］］］］から）
       ファイルのコピーで“ms_pci.vxd”が見つからないのメッセージが出たら、コピー元に同
     上記のフォルダを指定してください。

            これで本ボードの情報がＷＩＮＤＯＷＳ９ｘのレジストリに登録されました。

《割り当てリソースの調査》

       ＷＩＮＤＯＷＳ９ｘの【スタート】メニューから→【設定】→【コントロールパネル】→
   【システム】→【デバイスマネージャ】→【ＭＳＣＩＥＮＣＥ】→【ＴＤＡ－７７２ＰＣＩ】
 →【プロパティ】→【リソース】で調べます。
                                                                

《本ボード専用ドライバ／ＤＬＬのインストール》：通常はこれを御利用ください。

     本ボードの基本機能を関数化したものです。 インストール方法は第６章（６-２項）参照。

《汎用ドライバ／ＤＬＬのインストール》： 前記の専用ドライバ／ＤＬＬユーザには不要です。

     ボードに依存しない単純Ｉ／Ｏ実行用です。 自作ドライバの素材に利用できます。
     ＷＩＮＤＯＷＳ９ｘではＩ／Ｏポートの読み書きをデバイスドライバを使用せず、ＤＬＬで
  直接実行できますから（その方が普通です。）、割り込みを使用する場合に限って当社の用意
  する“割り込み用の汎用デバイスドライバ”を利用してください。
    インストーラはありません。  必要なファイルを手作業で適切なフォルダにコピーします。

   ◆汎用ドライバ類の所在は、ドライバ本体： Ｗｉｎ９ｘ￥ｖｘｄ￥ｐｔａ９５＿０．ｖｘｄ
                             汎用のＤＬＬ： Ｗｉｎ９ｘ￥ＤＬＬ￥ａｃｃｓ＿９５．ｄｌｌ
                             ドライバ説明： Ｗｉｎ９ｘ￥ＤＯＣ￥ｒｅａｄｍｅ．ｔｘｔ
         （ＣＤＲＯＭの場合）￥ＩＮＳＴＡＬＬ￥Ｄｒｉｖｅｒ￥Ｗｉｎ９ｘです。

   ◆コピー先は：   ＤＬＬはＷＩＮＤＯＷＳ９ｘのフォルダに、ＶＸＤはＷＩＮＤＯＷＳ９ｘの
                  システムフォルダです。
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１-５. ボードのインストール                                                               《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》

   インストール（２）  ：ＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳ----ＮＴＮＴＮＴＮＴ（4.0）の場合。

                         各作業は必要により AdministratorAdministratorAdministratorAdministratorレベルレベルレベルレベルで行ってください。

 《ボードのインストール》

  ①  パソコンシステムの電源を投入するとプラングアンドプレイが自動実行されます。
      ソフト的には新ボードの装着されたスロットとボード情報が認識され、リソースの割り当て
    が自動実行されます。  この過程は電源投入（ハードウエア・リセット）の毎に実行されます
    から、ハードウエアの構成が変化すると割り当てられるリソースが変化することも有ります。
    【ここまではＷＩＮＤＯＷＳ９５と同様です。】

②  この後、ドライバ類の組み込みが実行され、最後にＷＩＮＤＯＷＳ－ＮＴが立上りますが、
     ＮＴのレジストリはプラグアンドプレイ情報に対応していないため、これで終わりです。

 《本ボード専用ドライバ／ＤＬＬのインストール》：通常はこれを御利用ください。

     本ボードの基本機能を関数化したものです。 インストール方法は第６章（６-２項）参照。

 《汎用ドライバ＆ユーティリティのインストール》：専用ドライバ／ＤＬＬユーザには不要です。

      ボードに依存しない単純Ｉ／Ｏ実行用です。 自作ドライバの素材に利用できます。
      ＷＩＮＤＯＷＳ－ＮＴではＩ／Ｏポートの読み書きも割り込み処理にもデバイスドライバが
    必要です。  本ドライバは最大１６枚のボード（各複数Ｉ／Ｏアドレスおよび専用割込１本）
    を制御することのできる汎用デバイスドライバ汎用デバイスドライバ汎用デバイスドライバ汎用デバイスドライバです。
      インストールは添付のインストーラで行いますが、このとき同時にドライバの設定ユーティ
    リティ、（プラグアンドプレイで自動設定された）リソースの調査ユーティリティ、さらに
    サンプルプログラムもインスト―ルされます。

    ◆汎用ドライバ類の所在は、インストーラ： ＷｉｎＮＴ￥Ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ
                              ドライバ本体： ＷｉｎＮＴ￥Ｓｙｓ￥ＮｔＰｔａ＿？？？？．ｓｙｓ
                              汎用のＤＬＬ： ＷｉｎＮＴ￥ＤＬＬ￥Ｐｏｒｔ＿ｎｔ．ｄｌｌ
                ドライバ設定ユーティリティ： ＷｉｎＮＴ￥Ｄｏｃ￥Ｒｓ＿ｒｅｇ．ｅｘｅ
                リソース調査ユーティリティ： ＷｉｎＮＴ￥Ｄｏｃ￥ＰＣＩａｄｒ．ｅｘｅ
                              説明ファイル： ＷｉｎＮＴ￥Ｄｏｃ￥Ｒｅａｄｍｅ．ｔｘｔ

           （ＣＤＲＯＭの場合）￥ＩＮＳＴＡＬＬ￥Ｄｒｉｖｅｒ￥ＷｉｎＮＴです。

     【注１】？？？？＝０～１５
【注２】   ドライバとＤＬＬは無指定でＮＴ所定のフォルダにインストールされますが、
 　　　　ユーティリティとサンプルプログラムは前もってインストール先のフォルダを
 　　　　用意しておき、インストール実行時に指定します。

    ◆リソースの調査／汎用デバイスドライバの設定

        当社製ＰＣＩボードのリソース（アドレス／割り込み）割り当て・占有状態を調査する
      ユーティリティＰＣＩａｄｒを使用して、本ボードの（プラグアンドプレイで設定された）
      Ｉ／Ｏアドレス・割り込みレベル情報を取得できます。  この情報にもとずいてデバイス
      ドライバの設定ユーティリティ（Ｒｓ＿ｒｅｇ）でデバイスドライバを設定します。
        使用方法は同一フォルダ内の説明テキストファイルを御覧ください。



13

《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》                                                               １-５. ボードのインストール

   インストール（３）  ： ＷＩＮＤＯＷＳ２０００ＷＩＮＤＯＷＳ２０００ＷＩＮＤＯＷＳ２０００ＷＩＮＤＯＷＳ２０００の場合。

      ＷＩＮＤＯＷＳ2000 はＮＴ4.0 の上位バージョンですが、プラグアンドプレイ機能を持つ
    ため、本ボード装着直後のインストール作業にＷＩＮＤＯＷＳ２０００対応のインストール
    ディスク（当社製：ＦＤなら／vr２.00 以降、ＣＤＲＯＭなら 2000-08 版以降）が必要です。
      添付のＣＤＲＯＭ、または当社ホームページwww.microscience.co.jpの＜ダウンロード＞
　　アイコン以下で入手できるビジュアルな手順書も併せて参照し、注意深く行ってください。

                           各作業は必要により AdministratorAdministratorAdministratorAdministratorレベルレベルレベルレベルで行ってください。

   《ボードのインストール》

       パソコンシステムの電源を投入するとＷＩＮＤＯＷＳ2000 が立上り、このとき新ハード
     ウエア（本ボード）が初めて検出された時は対応ドライバの指定を求めてきます。

       新しいハードウエアの検出ウィザードが立上り、
     ［新しいハードウエアが検出されました。／必要なソフトウエアを探しています］に続いて
     ドライバの検出過程ダイアログが現れますから、添付の［ボードインストール・ディスク］
     を挿入し、ウィザードに従って（ディスクがＦＤの場合は［［［［a:¥win2Ka:¥win2Ka:¥win2Ka:¥win2K］］］］フォルダから）読み
     込ませてください。
       （ＣＤＲＯＭ<2000-08 版以降>の場合は適切なドライブ□のフォルダ［□［□［□［□:¥win2K:¥win2K:¥win2K:¥win2K］］］］から）

       ファイルのコピーで“dms_pci.sys”が見つからないのメッセージが出たら、コピー元に同
     上記のフォルダを指定してください。

            これで本ボードの情報がＷＩＮＤＯＷＳ20000 のレジストリに登録されました。

  (1)  インストールされたドライバ“ＤＭＳ＿ＰＣＩ．ＳＹＳＤＭＳ＿ＰＣＩ．ＳＹＳＤＭＳ＿ＰＣＩ．ＳＹＳＤＭＳ＿ＰＣＩ．ＳＹＳ”は、
       当社製各ＰＣＩボード（複数可能）に共通使用できるＷＩＮＤＯＷＳ２０００／ＸＰ用の
     ＷＤＭドライバです。

       ◆インストール元： ボードインストールディスク。
       ◆インストール先： ￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ３２￥ＤＲＩＶＥＲＳ

  (2)  御利用に先立ち、４－１項に従い各種ソフトウエアのインストール作業を行って下さい。
                                                   （専用インストーラによる解凍・展開）
       ◆インストール元： 添付のＣＤＲＯＭ。
       ◆インストール先： ￥ＭＳＣＩＥＮＣＥ 以下。

(3)  その後、利用する関数ＤＬＬを手作業で所定のフォルダにコピーする必要があります。
      本ボード専用のハンドラ関数ＤＬＬ（推奨）から使用する場合は６－３項を、また当社製
    全ＰＣＩボード（複数可）共通に利用できる汎用単純入出力関数ＤＬＬから利用する場合は
    ４－２項を御覧ください。

       ◆コピー元： ￥ＭＳＣＩＥＮＣＥ以下。
       ◆コピー先： ￥ＷＩＮＤＯＷＳ￥ＳＹＳＴＥＭ３２

       以後、アプリケーションからの利用が可能になります。

《割り当てリソースの調査》

    ＷＩＮＤＯＷＳ2000の【スタート】メニューから→【設定】→【コントロールパネル】→
   【システム】→【ハードウエア】→【デバイスマネージャ】→【ＭＳＣＩＥＮＣＥ】→
   【ボード名】→【プロパティ】→【リソース】で調べます。
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１-５. ボードのインストール                                                               《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》

   インストール（４）　（ＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳ----ＸＰＸＰＸＰＸＰの場合）

    　ボード装着直後の作業にはＷＩＮＤＯＷＳ２０００用のインストールディスクが必要です。
    　基本的な手順は前ページに記したＷＩＮＤＯＷＳ２０００の場合と同様ですが、
　　　ＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳＷＩＮＤＯＷＳ----ＸＰＸＰＸＰＸＰのウィザードは間違い易い表現が多いので作業には注意が必要注意が必要注意が必要注意が必要です。
      添付のＣＤＲＯＭ、または当社ホームページwww.microscience.co.jpの＜ダウンロード＞
　　アイコン以下で入手できるビジュアルな手順書も併せて参照し、注意深く行ってください。

   《手順》------ オリジナルＸＰの場合。ＳＰ２の場合はビジュアルな手順書参照。

       パソコンシステムの電源を投入するとＷＩＮＤＯＷＳが立上り、このとき新ハードウエア
   　（本ボード）が初めて検出された時は対応ドライバの指定を求めてきます。

   （１）新しいハードウエアの検出ウィザードの開始。／ダイアログ／
　　　 ＜ハードウエアに付属のインストールＣＤ、ディスクがある場合は挿入してください＞
     　　と表示されますが、ここでは添付のＣＤＲＯＭを未だ挿入しないで未だ挿入しないで未だ挿入しないで未だ挿入しないでください。
     　　下段に表示されている＜インストール方法＞選択肢ラジオボタン◎をデフォルトから
     　＜一覧または特定の場所からインストールする＞に変更して【次へ】をクリックします。

　 （２）検索とインストールのオプションを選んでください。／ダイアログ／
       　デフォルトの＜□次の場所で最適のドライバを検索する＞チェックボックスを外し、
       ＜□次の場所を含める＞のみをチェック、ここで添付のＣＤＲＯＭを挿入すると、

 　（３）自動再生／ダイアログ／が登場してサーチを始めますが、
　　　　 これは即、【キャンセル】クリックしてください。

　　　　 さらに、
 　（４）この種類のファイルのディスクを挿入したり、デバイスに接続したりするたびに
　　　 　ＷＩＮＤＯＷＳが自動的に実行する動作を選択できます。／ダイアログ／が登場したら
　　　 　これも【キャンセル】クリックします。

　　　　 これで（２）の／ダイアログ／に戻りますから、
   （５）＜次の場所を含める＞を指定するためのテキストボックスを正しく埋めるために
　　　　【参照】ボタンをクリックします。

　 （６）フォルダの参照＜ハードウエアのドライバを含むフォルダを選んでください＞
　　　 ／ダイアログ／が開きますから、
　　　 　＜ＣＤＲＯＭアイコン＞→＜０＿ボードインストール＞→＜ＷＩＮ２Ｋ＞と指定して
　　　 【ＯＫ】をクリックするとインストールが実行されます。

            これで本ボードの情報がＷＩＮＤＯＷＳのレジストリに登録されました。

　　　　以下は前ページに記したＷＩＮＤＯＷＳ２０００と同様です。
　　　　御利用に先立ち、４－１項に従い各種ソフトウエアのインストール作業を行って下さい。

　　　【注】操作ミス等でボードインストールが正しく実行されなかった場合は、
　　　　　　ＷｉｎｄｏｗｓＸＰはボードインストール作業直前の状態を記憶しているので、
　　　　　　一旦終了・電源を落としてボードを外し、再立ち上げの後、
　　　　　　ＷＩＮＤＯＷＳの【スタート】から【ヘルプとサポート】を選択し、
　　　　　　＜ヘルプとサポートセンター＞ダイアログ中の
　　　　　　＜コンピュータへの変更をシステムの復元で元に戻す＞機能で
　　　　　　ボードインストールをやり直すことのできる元の状態に戻すことができます。
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《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》                                                                  １-６. 試運転・動作確認

１-６. 試運転・動作確認

　以下の手順で試運転してください。　動作に不具合いがあるときは１－２項，１－３項に記され
たボード上の設定を確認してください。　それでも不明なときは本書巻末の【Ｑ＆Ａフォーム】に
システム情報を御記入のうえ当社技術部までＦＡＸしてください。　迅速に応答する体制となって
います。　なお、ＴＥＬいただく場合も客観情報の整理・評価は問題解決のスピードアップにつな
がりますから事前にＦＡＸしてください。

   本項で示す動作確認プログラムはＭＳ－ＤＯＳ、またはＷＩＮＤＯＷＳ９５・９８のＤＯＳ窓で
 使用するものです。  ＷＩＮＤＯＷＳ ＮＴ（4.0）、２０００、ＸＰでの動作確認は本ボード専用
 の関数ＤＬＬ／ドライバを使用したサンプルを御利用ください。（第６章）

          【注意】 ＰＣＩバスコネクタ（パソコン側）は消耗が速いので、
                   動作確認・設定変更などでのボード抜き差しは数回以内に抑えてください。

　＝＝ 準備 ＝＝

　①　本ボード上の諸設定は出荷時の状態（１－２項）とします。

②　 １－４項に従って本ボードをインストールし、
 ユーティリティ等で割り当てられたリソース（Ｉ／Ｏアドレス）を調べる。

　③　図１－６のように、本ボードのＤＡチャンネル０，１各出力をデジタル電圧計入力に接続
　　します。

　④　以上で準備完了です。　電源投入順序は全機器同時、または外部機器を先にパソコン本体
　　を最後に行います。　電源切断は逆順序です。
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１-６. 試運転・動作確認                                                                   《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》

　　　　　　　　　　  　　図１－６．動作確認用の測定器接続

　　　　　　　　　　　　　　　　　  （チャンネル０）　　　　　　　  HI
　　　　　 ＴＤＡ－７７２ＰＣＩ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 デジタル電圧計
　　　　                      　　  （チャンネル１）　　　　　　　  LO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  HI
　　　　　　　　　　　   （ピン番号）　　　　　　　　　　　　 　　　　　 デジタル電圧計
　　◆チャンネル０電圧出力：１番　　　　　　　　　　　　　　　　    LO
　　◆チャンネル０コモン  ：６番　　　  コネクタ
　　◆チャンネル１電圧出力：３番　　　　ＣＮ１（１－３項．参照）
　　◆チャンネル１コモン  ：８番

　＝＝ 運転 ＝＝　　試運転・動作確認用プログラム“７７２ＱＢ１”を使用します。
　　　　　　　　　　本プログラムはＭＳ－ＤＯＳ版です。　御利用に先立ち、添付のソフトウ
　　　　　　　　　エアをインストール（４－１項）しておく必要があります。　また当プログ
　　　　　　　　　ラムのソース（Quick-Basic）も同名（拡張子：BAS）で添付されています。

　　　　　　　　　　　なお、“７７２ＱＢ１．ＥＸＥ”は日本語モードでは正常な表示ができ
　　　　　　　　　　ないので、英語モードに切り替えてから“７７２ＱＢ１．ＥＸＥ”を呼ぶ
　　　　　　　　　　“７７２ＱＢ１．ＣＯＭ”を使用してください。

                      ■当プログラムでは割り込みを使用していません。

　　⑤　テスト・システムの電源を投入し、ＭＳ－ＤＯＳを立上げます。
      （ＷＩＮＤＯＷＳ９ｘ／ＭＥのＤＯＳ窓で動作可能、ＮＴＷＩＮＤＯＷＳ９ｘ／ＭＥのＤＯＳ窓で動作可能、ＮＴＷＩＮＤＯＷＳ９ｘ／ＭＥのＤＯＳ窓で動作可能、ＮＴＷＩＮＤＯＷＳ９ｘ／ＭＥのＤＯＳ窓で動作可能、ＮＴ・２０００・２０００・２０００・２０００・ＸＰでは不可・ＸＰでは不可・ＸＰでは不可・ＸＰでは不可）
　　　（ＮＴＮＴＮＴＮＴ・２０００・２０００・２０００・２０００・ＸＰ・ＸＰ・ＸＰ・ＸＰでのテストは第６章のハンドラ／サンプルを御使用ください。）

　　⑥　試運転・動作確認用のプログラム“７７２ＱＢ１”を読み込み・実行します。

　　⑦　メニュ－から動作モードを選択、パラメータを指定して実行します。

　　　　◆単独更新出力  ：　１，０，各チャンネルの出力データ（電圧値）を指定、出力する。
　　　　 （Individual）

　　　　◆同期更新出力  ：　 操作は単独更新出力と同様だが、チャンネル０の出力値指定直後に
　　　　（synchronized）　 両チャンネルが同時に更新出力される。

        ◆デジタル入出力：   補助機能の４ＢＩＴデジタル入力、または出力。
        （digital I/O）

　　　　◆強制０ｖ出力 ：　本ボードのソフト的リセットで両ＤＡチャンネル共０ｖ出力とする。
　　　　　(turn to 0v)   （アナログ出力バッファのオフセット調整にも利用する。／５-３項）
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《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》                                                                     ２-１．アナログ出力端

第２章　アナログ出力

2-1. アナログ出力端

　　本機のアナログ出力回路は各チャンネルごとにフォトカプラでパソコン（ＰＣＩバス）側から
　絶縁されており、耐雑音性の構造となっています。　アナログ出力回路用の電源はパソコン側の
　ロジック電源（＋５ｖ）から絶縁型のＤＣ－ＤＣコンバータにより±１５ｖを得ています。
　　また、全入出力端子にはＥＭＩフィルタ（高周波輻射防止用）が挿入されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　図２－１Ａ．アナログ出力構造
　　ＰＣＩバス
　　インタフェース側

　　　　  　　 ５ｖ　　 絶縁電源　　　　±１５ｖ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    電流出力

　　 　　　　　　　　　　　絶　　　　　 １６ＢＩＴ　　　　 電圧　　　　　　　　　　　　　　 コ
　 　　　　　　　　　　　　縁　　　　　  ＤＡＣ　　　　    出力　　　　　　　　　　　　　 　ネ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　 ク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    タ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    Ｃ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　Ｎ
　　 　　　　　　　　　　　絶　　　　　 １６ＢＩＴ　　　　 電圧　　　　　　　　　　　　　 　１
　　　 　　　　　　　　　　縁　　　　　　ＤＡＣ　　　　　  出力
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　 電流出力

　　　　　　   ５ｖ　　 絶縁電源　　　±１５ｖ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　【注】　チャンネル数（１ｏｒ２）、および
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電流出力の有無は注文時指定。

　　アナログ出力端　　　電圧出力に接続できる負荷は抵抗５ＫΩ以上（最大負荷電流２ｍＡ）、
　　　　　　　　　　　　また本機は容量性負荷（最大１０００ｐＦまで）にも強い出力回路に
　　　　　　　　　　　なっていますが、長距離をシールドケーブル等で接続するときは御注意
　　　　　　　　　　　ください。　駆動能力を超えた容量性負荷を接続すると出力電圧が不安
　　　　　　　　　　　定になったり、発振することがあります。
　　　　　　　　　　　　電流（４～２０ｍＡ）出力は回路電源電圧（１５ｖ）による制約から
　　　　　　　　　　　５００Ω以下の負荷で御使用ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　     【注】　一般的なツイストペア線やシールド線は１ｍ当り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ５０～７０ｐＦの容量があります。

　　　　　　　　　　図２－１Ｂ．電圧出力　　　　　　　　　　　　　　図２－１Ｃ．電流出力（４～２０ｍＡ）

　  　　　　　　　　　Ｖ-ＣＨ０ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ-ＣＨ０

　　　　　　　　   　　　　　　　　   ５ＫΩ以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　５００Ω
　　　　　　　　 　　　　　　   １０００ｐＦ以下　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　以下

　  　　　　　　　　　ＣＯＭ-０　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 ＣＯＭ-０
　　　　　　　　　  　　　　　　 （端子名＝チャンネル０）　　　　　　　　 　　　　　　　（端子名＝チャンネル０）
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2-2. アナログ出力範囲

　 ◆　本機の出力範囲・モード・分解能（１６／１４／１２ＢＩＴ）はソフトウエア選択です。
   　  選択方法は３－４項、およびサンプルプログラムを御参照ください。

   ◆  本機は【０～＋１０ｖ範囲／Ａモード】で最終調整されていますが、高精度部品の使用に
     より出力範囲を切り替えても多くの用途では再調整の必要がありません。
       特定の出力範囲で最も正確度を良くしたいときは再調整（５－３項）を行ってください。
       御希望により当社でも（有償で）行います。
　　　   ☆ 常温で製造時の正確度：０.０４％ＦＳ（１４ﾋﾞｯﾄ、０～＋１０ｖ範囲／Ａﾓｰﾄﾞ）
　 　　　　  ☆ その他の出力範囲：０.０６％ＦＳ

　 ◆　公称出力範囲を正直に本機の各分解能（１６／１４／１２ＢＩＴ）で実現すると、１digit
　　 当りの電圧値が半端な割り切れない値【Ｂ】モードになってしまいます。　そこで当社では
　   出力範囲を少し拡大して１digit 当りの電圧が切りのよい値となる【Ａ】モードもサポートし
　   ています。
　                表２－２Ａ．《１２ビット分解能》でのアナログ出力範囲

　　公称出力範囲 【モード】　　　　実際の出力範囲  分解能［mv/digit］
　０ ～ ＋１０ ｖ 【Ａ】　　　           ０～＋１０.２３７５ 　　２.５
　０ ～ ＋１０ ｖ 　　【Ｂ】　           ０～＋　９.９９７６ 　　２.４４･････
　０ ～ ＋　５ ｖ 【Ａ】　　　           ０～＋　５.１１８７５ 　　１.２５
　０ ～ ＋　５ ｖ 　　【Ｂ】　　　　　　 ０～＋　４.９９８８ 　　１.２２･････
        ±１０ ｖ 【Ａ】　　　－１０.２４０～＋１０.２３５０ 　　５.０
        ±１０ ｖ 　　【Ｂ】　－１０.０００～＋　９.９９５１ 　　４.８８･････
        ±　５ ｖ 【Ａ】　　　－　５.１２０～＋　５.１１７５ 　　２.５
        ±　５ ｖ 　　【Ｂ】　－　５.０００～＋　４.９９７６ 　　２.４４･････

　表２－２Ｂ．《１４ビット分解能》でのアナログ出力範囲

　　公称出力範囲 【モード】　　　　実際の出力範囲  分解能［mv/digit］
　０ ～ ＋１０ ｖ 【Ａ】　　　           ０～＋１６.３８３ 　　１.０
　０ ～ ＋１０ ｖ 　　【Ｂ】　           ０～＋  ９.９９９３９ 　　０.６１･････
　０ ～ ＋　５ ｖ 【Ａ】　　　           ０～＋  ８.１９１５ 　　０.５
　０ ～ ＋　５ ｖ 　　【Ｂ】　　　　　　 ０～＋  ４.９９９６９ 　　０.３１･････
        ±１０ ｖ 【Ａ】　　　－１６.３８４～＋１６.３８２ 　　２.０
        ±１０ ｖ 　　【Ｂ】　－１０.０００～＋  ９.９９８７８ 　　１.２２･････
        ±　５ ｖ 【Ａ】　　　－  ８.１９２～＋  ８.１９１ 　　１.０
        ±　５ ｖ 　　【Ｂ】　－　５.０００～＋  ４.９９９３９ 　　０.６１･････

　表２－２Ｃ．《１６ビット分解能》でのアナログ出力範囲

　　公称出力範囲 【モード】　　　　実際の出力範囲  分解能［mv/digit］
        ±１０ ｖ 【Ａ】　　　－１３.１０７２０～＋１３.１０６８０ 　 ０.４
        ±１０ ｖ 　　【Ｂ】　－１０.０００００～＋　９.９９９６９ 　 ０.３０５････
        ±  ５ ｖ 【Ａ】　　　－  ６.５５３６０～＋  ６.５５３４０ 　 ０.２
        ±  ５ ｖ 　　【Ｂ】　－  ５.０００００～＋　４.９９９８５ 　 ０.１５３････

  ◆  表２－２Ａ，Ｂ，Ｃにおいて±１０ｖを超える値は理論値です。  アナログ回路に使用され
    ている素子の仕様から、±１０ｖを超えるＤＡ変換値の正確度は保証されません。

　◆　電流出力【４～２０ｍＡ】を使用するときはソフト上で【０～＋１０ｖ出力範囲】を選択し
　　てください。　本機の電圧→電流変換回路は０～＋１０ｖ電圧出力を４～２０ｍＡ電流出力に
　　変換します。（１６ＢＩＴのときは±１０ｖ出力中の０～＋１０ｖ部分のみ使用する。）
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　　伝達関数　　　 ソフト上で指定する分解能によって以下のとおりです。

　１２ＢＩＴ指定：　 １２ビットＤＡの分解能は“２の１２乗分の１”ですから、ＤＡデータと
　　　　　　　　　 アナログ出力電圧の関係は以下のようになります。

　　　　　　　　　◆分解能　　　Ｒｅｓ＝Ｖspan÷4096　［ｖ／digit］

　　　　　　　　　◆ＤＡデータ　Ｄda＝Ｖout÷Ｒes　　　　　［digit］ ／ユニポーラのとき
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄda＝（Ｖout÷Ｒes）＋2048［digit］ ／バイポーラのとき

　　　　　　　　　◆出力電圧　　Ｖout＝Ｄda×Ｒes　　　　　［ｖ］　　／ユニポーラのとき
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖout＝（Ｄda－2048）×Ｒes［ｖ］　　／バイポーラのとき

　　　　　　　　　　【注】　Ｖspan はＤＡ出力範囲の絶対幅です。　具体的には表２－２Ａの
　　　　　　　　　　　　　範囲に１digit 分の電圧値を加算した値です。　例えばＡモードの
　　　　　　　　　　　　　公称±１０ｖなら２０.４８０ｖ（Ｂモードなら２０ｖ）です。

　１４ＢＩＴ指定：　 １４ビットＤＡの分解能は“２の１４乗分の１”ですから、ＤＡデータと
　　　　　　　　　 アナログ出力電圧の関係は以下のようになります。

　　　　　　　　　◆分解能　　　Ｒｅｓ＝Ｖspan÷16384　［ｖ／digit］

　　　　　　　　　◆ＤＡデータ　Ｄda＝Ｖout÷Ｒes　　　　　［digit］ ／ユニポーラのとき
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄda＝（Ｖout÷Ｒes）＋8192［digit］ ／バイポーラのとき

　　　　　　　　　◆出力電圧　　Ｖout＝Ｄda×Ｒes　　　　　［ｖ］　　／ユニポーラのとき
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖout＝（Ｄda－8192）×Ｒes［ｖ］　　／バイポーラのとき

　　　　　　　　　　【注】　Ｖspan はＤＡ出力範囲の絶対幅です。　具体的には表２－２Ｂの
　　　　　　　　　　　　　範囲に１digit 分の電圧値を加算した値です。　例えばＡモードの
　　　　　　　　　　　　　公称±１０ｖなら３２.７６８ｖ（Ｂモードなら２０ｖ）です。

　１６ＢＩＴ指定：　 １６ビットＤＡの分解能は“２の１６乗分の１”ですから、ＤＡデータと
　　　　　　　　　 アナログ出力電圧の関係は以下のようになります。

　　　　　　　　　◆分解能　　 Ｒｅｓ＝Ｖspan÷65536　［ｖ／digit］

　　　　　　　　　◆ＤＡデータ Ｄda＝Ｖout÷Ｒes　　　　　 ［digit］ ／ユニポーラのとき
　　　　　　　　　　　　　　　 Ｄda＝（Ｖout÷Ｒes）＋32768［digit］ ／バイポーラのとき

　　　　　　　　　◆出力電圧　 Ｖout＝Ｄda×Ｒes　　　　　［ｖ］　　 ／ユニポーラのとき
　　　　　　　　　　　　　　　 Ｖout＝（Ｄda－32768）×Ｒes［ｖ］　　／バイポーラのとき

　　　　　　　　　　【注】　Ｖspan はＤＡ出力範囲の絶対幅です。　具体的には表２－２Ｃの
　　　　　　　　　　　　　範囲に１digit 分の電圧値を加算した値です。　例えばＡモードの
　　　　　　　　　　　　　公称±１０ｖなら２６.２１４４ｖ（Ｂモードなら２０ｖ）です。
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　　　　　　　　 図２－２Ａ．バイポーラ出力　　　　　　　    図２－２Ｂ．ユニポーラ出力
　　　　　　　　　　　　　　【Ａモード】　　　　　　　　　　　　　　    【Ａモード】
(16/14/12 ﾋﾞｯﾄ)                                  (16/14/12 ﾋﾞｯﾄ)
FFFF/3FFF/FFF 　　　　　　　　　　　　　　　　  FFFF/3FFF/FFF
E1A8/3388/FD0
                                                C350/2710/FA0

8000/2000/800
                                                61A8/1388/7D0

1E58/0C78/030
0000/0000/000                                   0000/0000/000
        　　   -FS        0          +FS                  　 0          FS/2        +FS

　　　　　　　 図２－２Ｃ．バイポーラ出力　　　　　　　　　   図２－２Ｄ．ユニポーラ出力
　　　　　　　　　　　　　【Ｂモード】　　　　　　　　　　　　　　　　   【Ｂモード】
(16/14/12 ﾋﾞｯﾄ)                                  (16/14/12 ﾋﾞｯﾄ)
FFFF/3FFF/FFF 　　　　　　　　　　　　　　　　  FFFF/3FFF/FFF

8000/2000/800                                   8000/2000/800

0000/0000/000                                   0000/0000/000
　　　      -FS            0            +FS                  0           FS/2           +FS
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　　　　表２－２Ｄ．１２ビットＤＡデータ vs ＤＡ（アナログ）出力　【Ａモード】

　ＤＡデータ      　　　　　　ＤＡ出力範囲（表２－２Ａ参照）
   hex / 10 進    ±10v     ±5v    4～20mA   0～+10v   0～+5v

  FFF / 4095   +10.235   + 5.1175   +10.2375  +5.11875

  FD0 / 4048   +10.000   + 5.0000

  FA0 / 4000    20.000   +10.0000  +5.00000

  801 / 2049   + 0.005   + 0.0025
  800 / 2048     0.000     0.0000
  7FF / 2047   －0.005   －0.0025

  7D0 / 2000    12.000   +5.0000  +2.50000

  030 /   48  －10.000   －5.0000

  001 /    1  －10.235   －5.1175   +0.0025  +0.00125
  000 /    0  －10.240   －5.1200     4.000    0.0000   0.00000

《注》　当表中の±１０ｖを超える値は理論値。　アナログ回路に使用されている素子の仕様から、
　　　±１０ｖを超える値の正確度は保証されない。

《４～２０ｍＡ電流出力》は《０～＋１０ｖ電圧出力》をボード上の電圧電流変換回路により得る。

　　　　表２－２Ｅ．１２ビットＤＡデータ vs ＤＡ（アナログ）出力　【Ｂモード】

　ＤＡデータ 　　　　　　　　　ＤＡ出力範囲（表２－２Ａ参照）
   hex / 10 進    ±10v     ±5v    4～20mA   0～+10v   0～+5v

  FFF / 4095  +9.99512  + 4.99756   19.996096  + 9.99756  + 4.99878

  FD0 / 4048  +9.76563  + 4.88281

  FA0 / 4000  + 9.76563  + 4.88281

  801 / 2049  + 0.00488  + 0.00244
  800 / 2048    0.00000    0.0000   12.000  + 5.00000  + 2.50000
  7FF / 2047  －0.00488  －0.00244

  7D0 / 2000  + 4.88281  + 2.44141

  030 /   48  －9.76563  －4.88281

  001 /    1  －9.99512  －4.99756  + 0.00244  + 0.00122
  000 /    0 －10.00000  －5.00000    4.000    0.00000    0.00000
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　　　　表２－２Ｆ．１４ビットＤＡデータ vs ＤＡ（アナログ）出力　【Ａモード】

　ＤＡデータ      　　　　　　ＤＡ出力範囲（表２－２Ｂ参照）
   hex / 10 進    ±10v     ±5v    4～20mA   0～+10v   0～+5v

  3FFF / 16383   +16.382   + 8.191   +16.383  + 8.1915

  3388 / 13192   +10.000   + 5.000

  2710 / 10000    20.000   +10.000  + 5.0000

  2001 / 8193   + 0.002   + 0.001
  2000 / 8192     0.000     0.000
  1FFF / 8191  － 0.002  － 0.001

  1388 / 5000    12.000   + 5.000  + 2.5000

  0C78 / 3192  －10.000  － 5.000

  0001 /    1  －16.382  － 8.191   + 0.001  + 0.0005
  0000 /    0  －16.384  － 8.192     4.000     0.000    0.0000

　《注》　当表中の±１０ｖを超える値は理論値。　アナログ回路に使用されている素子の仕様から、
　　　　±１０ｖを超える値の正確度は保証されない。

  《４～２０ｍＡ電流出力》は《０～＋１０ｖ電圧出力》をボード上の電圧電流変換回路により得る。

　　　　表２－２Ｇ．１４ビットＤＡデータ vs ＤＡ（アナログ）出力　【Ｂモード】

　ＤＡデータ 　　　　　　　　　ＤＡ出力範囲（表２－２Ｂ参照）
   hex / 10 進    ±10v     ±5v    4～20mA   0～+10v   0～+5v

  3FFF / 16383  + 9.99878  + 4.99939   19.999024  + 9.99939  + 4.99969

       /  +  +

       /  +  +

  2001 / 8193  + 0.00122  + 0.00061
  2000 / 8192    0.00000    0.0000   12.00000  + 5.00000  + 2.50000
  1FFF / 8191  －0.00122  －0.00061

       /  +  +

       /  －  －

  0001 /    1  －9.99878  －4.99939  + 0.00061  + 0.00031
  0000 /    0 －10.00000  －5.00000    4.00000    0.00000    0.00000
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　　　　表２－２Ｈ．１６ビットＤＡデータ vs ＤＡ（アナログ）出力　【Ａモード】

　ＤＡデータ      　　　　　　ＤＡ出力範囲（表２－２Ｃ参照）
   hex / 10 進    ±10v    ±５v    4～20mA

 FFFF / 65535  +13.10680    +6.5534

 E1A8 / 57768  +10.00000    +5.0000   20.00000

       /

 8001 / 32769  + 0.00040    +0.0002
 8000 / 32768    0.00000     0.0000    4.00000
 7FFF / 32767  －0.00040    -0.0002

       /

 1E58 / 7768  －10.00000    -5.0000

 0001 /    1  －13.10680    -6.5534
 0000 /    0  －13.10720    -6.5536

《注》　当表中の±１０ｖを超える値は理論値。 アナログ回路に使用されている素子の仕様から、
　　　±１０ｖを超える値の正確度は保証されない。

《４～２０ｍＡ電流出力》は《０～＋１０ｖ電圧出力》をボード上の電圧電流変換回路により得る。

　　　　表２－２Ｊ．１６ビットＤＡデータ vs ＤＡ（アナログ）出力　【Ｂモード】

　ＤＡデータ 　　　　　　　　　ＤＡ出力範囲（表２－２Ｃ参照）
   hex / 10 進    ±10v    ±５v    4～20mA

 FFFF / 65535  + 9.99969   +4.99985   19.999504

       /  +

       /

 8001 / 32769  + 0.00031   +0.00015
 8000 / 32768    0.00000    0.00000    4.00000
 7FFF / 32767  －0.00031   -0.00015

       /

       /  －

  001 /    1  －9.99969   -4.99985
  000 /    0 －10.00000   -5.00000
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第３章．制御・操作

3-1. 制御・操作とアナログ出力の様子

　　リセット時　　　電源投入、パソコン本体（ハードウエア）リセット操作、または本ボードの
　　　　　　　　　制御部リセット操作（３－３項）直後のアナログ出力は両チャンネル共に０ｖ
　　　　　　　　　となります。

　　更新出力後　　　任意のデータがＤＡ素子に書き込まれる（更新される）と、アナログ出力は
　　　　　　　　　対応する値（２－２項／表２－２ＤtoＪ）となり、以後、次の更新まで同値を
　　　　　　　　　保持します。

　　　　　　　　　　　　　　図３－１Ａ．アナログ（ＤＡ）出力の様子

　　　　　　　　　　　　　　　  　　リセット　　 データ更新　 　 データ更新　　 リセット

　　　　　　　　　　リセット前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　目標値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ０ｖ
　　アナログ出力
　 （ＣＨ０or１）　　　　　　　　　   ０ｖ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    目標値

　　　　　　　　　　リセット前

  ◆データ更新遅れ：　　パソコン側からＯＵＴ命令で書き込まれるＤＡデータはフォトカプラ
　　　  　　　　　　　（転送時間＝９.５μｓ）を通してＤＡ素子のラッチ（１データ分メモリ）
　　　　  　　　　　　に達します。

  ◆セトリング時間：　　データが更新されると、ＤＡ素子のアナログ出力は新たな目標値に向
　　　　　　　　　　　かって変化を始めます。 本機では１０ｖの変化幅を０.０５％ＦＳの精
　　　　　　　　　　　度で到達する時間（セトリング時間）が約１１μｓですが、先に述べた
　　　　　　　　　　　フォトカプラの転送時間を加算した２０μｓと定義しています。
　　　　　　　　　　　　電流出力の場合はさらに電圧電流変換回路の応答時間１０μｓが加算
　　　　　　　　　　　されて３０μｓとなります。
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　　単独更新　　　　各ＤＡ出力チャンネルが非同期に（互いに時間的連携なく）独立して更新
　　　　　　　　　制御される動作モードです。【３－４項．参照】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　図３－１Ｂ．単独更新（非同期）･･････ １チャンネル分のみ示す。

　　　　　　　　 　 ＤＡデータ書き込み

　　 下位バイト　　　　 ①

　 　上位バイト　　　　　　　  ②

　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　 　③転送時間　　　  ④
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　９.５μｓ
　　　ＢＵＳＹ
　　　フラグ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　⑤
　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　２０μｓ

　　（アナログ）　　　　　　　　　　　　　　　　更新前の値
　　　ＤＡ出力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　 更新値（０.０５％ＦＳ以内）

　＝操作手順＝　　詳しくは３－３項以下、第４章、およびサンプルプログラム・ソースを併せ
　　　　　　　　御参照ください。　下記ＯＵＴ命令中の《ＢＡＳＥ》はプラグアンドプレイで
                設定されたＩ／Ｏアドレスのベース値です。　また○内の番号は図３－１Ｂの
　　　　　　　　タイミングに対応しています。

　　◆　最初に外部制御および割込み関連の《制御データ》、続いて各チャンネルの出力範囲や
　　　や動作モードを指定する《モード・データ》を書き込みます。

　　　　ｏｕｔｐ（BASE＋２，ＣＮＴ）；　／＊　制御データ【3-4 項】　　　　　   ＊／
　　　　ｏｕｔｐ（BASE＋１，ＭＤ１）；　／＊　ＣＨ１モード・データ【3-5 項】 　＊／
　　　　ｏｕｔｐ（BASE＋０，ＭＤ０）；　／＊　ＣＨ０モード・データ【 〃  】　 ＊／

　　◆　各チャンネルごとのＤＡ出力データは必ず下位→上位の順に書き込みます。

　　①　ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＬ）　；　／＊　ＣＨ１データ下位バイト【3-6 項】　＊／
　　②　ｏｕｔｐ（BASE＋７，ＤＨ）　；　／＊　ＣＨ１データ上位バイト【 〃  】　＊／
　　①‘ ｏｕｔｐ（BASE＋４，ＤＬ）　；　／＊　ＣＨ０データ下位バイト【3-6 項】　＊／
　　②‘ ｏｕｔｐ（BASE＋５，ＤＨ）　；　／＊　ＣＨ０データ上位バイト【 〃  】　＊／

　　③ボード内のＤＡデータ転送（フォトカプラ通過）に９.５μｓを要する。
　　④ここでＤＡ素子（内蔵ラッチ）が更新される。
　　⑤ＤＡデータ書き込みから２０μｓで目標値の０.０５％以内に到達。

【注】  制御データ、モードデータ、およびＤＡ更新データの書き込みはＢＵＳＹフラグ【3-7 項】
      がＲＥＡＤＹ（＝０）状態のときに限ります。
        高速で繰り返し更新書き込みを行う場合などは実行前の確認が必要です。
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《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》                                                     ３-１．制御・操作とアナログ出力の様子

　　同期更新　　　　ＤＡ出力チャンネル０にデータ書き込み操作直後、両チャンネルが同期して
　　　　　　　　　更新制御される動作モードです。　必ずＤＡ出力チャンネル１の下位→上位→
　　　　　　　　　→チャンネル０の下位→上位の順に書き込みます。　【３－４項．参照】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   図３－１Ｃ．同期更新

　　　　　　　　　　　  　　　ＤＡデータ書き込み

　ＣＨ１下位バイト　　　　  ①

　ＣＨ１上位バイト　　　　　 　　 ②

　ＣＨ０下位バイト　　　　　　　　　　　 ③

　ＣＨ０上位バイト　　　　　　　　　　　　　　  ④
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑤転送時間　　⑥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　９.５μｓ
　　ＢＵＳＹ－１
　　フラグ

　　ＢＵＳＹ－０
　　フラグ

   ＵＰＤ－ＯＵＴ
　（同期更新出力）
                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　⑦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　２０μｓ
　　（アナログ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 更新前の値
　　ＤＡ出力ＣＨ１

　　（アナログ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 更新前の値
　　ＤＡ出力ＣＨ０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 更新値（０.０５％ＦＳ以内）

　＝操作手順＝　　詳しくは３－３項以下、第４章、およびサンプルプログラム・ソースを併せ
　　　　　　　　御参照ください。　下記ＯＵＴ命令中の《ＢＡＳＥ》はプラグアンドプレイで
                設定されたＩ／Ｏアドレスのベース値です。　また○内の番号は図３－１Ｃの
　　　　　　　　タイミングに対応しています。

　　◆　最初に外部制御および割込み関連の《制御データ》、続いて各チャンネルの出力範囲や
　　　や動作モードを指定する《モード・データ》を書き込みます。

　　　　ｏｕｔｐ（BASE＋２，ＣＮＴ）；　／＊　制御データ【3-4 項】　　　　　　　＊／
　　　　ｏｕｔｐ（BASE＋１，ＭＤ１）；　／＊　ＣＨ１モード・データ【3-5 項】　　＊／
　　　　ｏｕｔｐ（BASE＋０，ＭＤ０）；　／＊　ＣＨ０モード・データ【 〃  】　　＊／
　　①　ｏｕｔｐ（BASE＋６，ＤＬ）　；　／＊　ＣＨ１データ下位バイト【3-6 項】　＊／
　　②　ｏｕｔｐ（BASE＋７，ＤＨ）　；　／＊　ＣＨ１データ上位バイト【 〃  】　＊／
　　③　ｏｕｔｐ（BASE＋４，ＤＬ）　；　／＊　ＣＨ０データ下位バイト【 〃  】　＊／
　　④　ｏｕｔｐ（BASE＋５，ＤＨ）　；　／＊　ＣＨ０データ上位バイト【 〃  】　＊／
　　⑤ボード内のＤＡデータ転送（フォトカプラ通過）に９.５μｓを要する。
　　⑥ここでＤＡ素子（内蔵ラッチ）が両チャンネル同時に更新される。
　　⑦ＤＡデータ書き込みから２０μｓで目標値の０.０５％以内に到達。

 【注】 各データ書き込み前ＢＵＳＹフラグ確認の必要性は前記《単独更新操作》同様です。
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３-１．制御・操作とアナログ出力の様子                                                     《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》

　　複数ボードの同期更新　（マスタスレーブ動作）

　　　ボード間の接続とソフト上の設定により、複数ボードの同期更新動作も可能です。

　　◆ボード間の接続：　　マスタ機の同期更新出力ＵＰＤ－ＯＵＴをスレーブ機の同期更新入力
　　　　　　　　　　　　（ＵＰＤ－ＩＮ）に接続しておきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　マスタ機　　　　　　　　　　　　　図３－１Ｄ．マスタスレーブ接続

　　　　　　　　　　　　　　　ＵＰＤ－ＯＵＴ　　　　　　　　　　　　　【注】　駆動能力：７枚以内。
　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　スレーブ機

　　　　　　　　　　　　　　 　ＵＰＤ－ＩＮ

　　　　　　　　　　　　　　　　スレーブ機

　　　　　　　　　　　　　　　　ＵＰＤ－ＩＮ

　　◆ソフト事前設定：　　各スレーブ機の同期更新入力制御ビットをセット【3-4 項】し、マス
　　　　　　　　　　　　タ機のチャンネル０モード・データの更新モード選択ビットをセット
　　　　　　　　　　　　【3-5 項】しておきます。

　　◆ＤＡ出力操作　：　　各スレーブ機のＤＡデータ書き込み操作を全て行ってから最後にマス
　　　　　　　　　　　　タ機のＤＡデータ書き込み操作を行います。　マスタ機のＤＡチャンネ
　　　　　　　　　　　　ル０データ書き込み実行９.５μｓ後に全機･全チャンネルのＤＡ素子が
　　　　　　　　　　　　同時に更新され、各新目標値に向かって変化を開始します。　このタイ
　　　　　　　　　　　　ミングは図３ー１Ｃと同様です。

    ◇サンプルソフト：    ＭＳＶ７７２．Ｃ 参照（第４章）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図３－１Ｅ．ＤＡデータ書き込み／一斉更新タイミング

　　　　　　　　　　　　　  　各スレーブ機　　　　　　　　　　　　　マスタ機

   ＤＡデータ書き込み　　ＣＨ０下位/ＣＨ０上位　　  ＣＨ１下位/ＣＨ１上位/ＣＨ０下位/ＣＨ０上位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　９.５μｓ

　　　同期更新出力
　 （ＵＰＤ－ＯＵＴ）： パルス幅＝５００ｎｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　全機・全チャンネル一斉更新
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《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》          ３-２．制御レジスタＩ／Ｏアドレス・マップ           ３-３．ボード制御部リセット

3-2. 制御レジスタＩ／Ｏアドレス・マップ

　表３－２に本ボード上の各制御レジスタのＩ／Ｏアドレスを記します。
　表中の【BASE】はプラグアンドプレイで設定されるＩ／Ｏベースアドレス値（１-５項）です。

　　　　　　　　　　　　表３－２．各制御レジスタのＩ／Ｏアドレス

　　 　書き込みポート  Ｉ／Ｏｱﾄﾞﾚｽ 　　　　　読み出しポート
 ＤＡチャンネル０出力モード 【BASE】＋０
 ＤＡチャンネル１出力モード 【BASE】＋１
 外部制御・割り込み制御 【BASE】＋２  ステータス
 汎用（４ビット）出力 【BASE】＋３  汎用４ビット入力／強制０ｖ制御／ボード番号
 ＤＡチャンネル０下位データ 【BASE】＋４
 ＤＡチャンネル０上位データ 【BASE】＋５
 ＤＡチャンネル１下位データ 【BASE】＋６
 ＤＡチャンネル１上位データ 【BASE】＋７  ボード・リセット／ＩＤ取得

　◇【読み／書き】はパソコン側から見た方向。
　◇全てのポートは１バイト。

3-3. ボード制御部リセット（初期化）

　　　ｒｓｔ＝ｉｎｐ（ＢＡＳＥ＋７）；　　／＊　ボード・リセット操作　＊／

　　本ボード全体の制御部をリセットします。　当操作で読み込まれるデータｒｓｔ（＝Ｃ）は
　ボードＩＤです。　当操作は汎用４ビット・デジタル出力が保持されることを除いて電源ＯＮ、
　またはパソコン本体のハードウエア・リセット（スイッチ操作）と同等の機能です。
　　以下の結果を得ます。

　　◆各制御レジスタを初期化する。
　　◆ボード・ステータスを初期化する。
　　◆アナログ出力値は両チャンネル共、０ｖになる。

　　　　　　　　　　　表３－３．【ＢＡＳＥ＋７】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　　　　　　　　　　　各ビットの機能・意味
Ｂ７
Ｂ６
Ｂ５
Ｂ４
Ｂ３
Ｂ２
Ｂ１
Ｂ０

　　　　　　　　　　　　　ボードＩＤ＝１２（ＣＨ）
　　

         【注】ここで読み込まれるボードＩＤはＰＣＩバス上の DEVICEＩＤとは無関係です。
                                                      （１-５項．参照）
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３-４．外部制御・割り込み関連の設定                                                       《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》

3-4. 外部制御・割り込み関連の設定

　　　ｏｕｔｐ（BASE＋２，ＣＮＴ）；　／＊　制御データ　＊／

   本機のアナログ（ＤＡ）出力更新を外部入力信号【ＵＰＤ－ＩＮ】で行う場合、および同信号を
 汎用の割り込みに利用するときの許可・禁止、信号極性、およびＰＣＩバス上ＩＮＴ信号出力制御
 （許可／禁止＝クリア）を行います。  【４－３項】も併せて参照。
   いずれの機能も使用しない場合は当ポート操作の必要がありません。

                       表３－４Ａ．【BASE＋２】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ         各ビットの機能・意味    ＝１のとき    ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７ 外部入力制御（割り込みとして）     許可     禁止   ０
Ｂ６ 外部入力信号の有効エッジ指定   立上り（↑）   立下り（↓）   ０
Ｂ５ 外部入力制御（同期更新入力として）     許可     禁止   ０
Ｂ４ 未使用     ０
Ｂ３ 未使用 ０
Ｂ２ 未使用 ０
Ｂ１ 未使用 ０
Ｂ０ ＰＣＩバス上のＩＮＴ信号出力制御     許可     禁止（クリア） ０

《補助説明》
　Ｂ７：　　外部入力信号【ＵＰＤ－ＩＮ】を汎用割り込み要求として使用するときは当ビットを
          セット（＝１）します。
  Ｂ６：    外部入力信号【ＵＰＤ－ＩＮ】の有効極性を指定するものです。  汎用の割り込みと
          して許可されている（Ｂ７＝１）ときは当ビットで指定された極性（エッジ）でボード
          ステータスの外部割り込み入力フラグ【３-７項のＢ７】がセットされます。
  Ｂ０：    このとき，ＰＣＩバス上のＩＮＴ信号出力が許可（当ビットＢ０＝１）されていると
          実際の割り込みが発生します。  ビットＢ７＝１でもＢ０＝０のときは実際の割り込み
          は発生しませんが、ボードステータスの外部割り込み要求フラグ【前記】はセットされ
          ますから、外部入力のポーリングに利用することができます。
            ＰＣＩバス上の割り込み信号ＩＮＴは（共有の可能な）レベル動作となっています。
            すなわち、各ボードの出力するＩＮＴはソフト上でクリア操作するまでアクティブな
          レベルを維持します。  この信号は当Ｂ０ビットでクリアします。  なお、当ビットで
          クリアした直後は本ボードから次の割り込み信号が出力できない状態になっています。
            以後の割り込みを発生させるには当ビット再セットする必要があります。

  Ｂ５：　　アナログ（ＤＡ）出力更新を外部入力信号【ＵＰＤ－ＩＮ】で行うときは本ビットを
          セット（＝１）します。　具体的には、本機がマスタスレーブ動作時のスレーブとなる
          場合です。　この場合は、パソコン側から本機に書き込まれたＤＡデータが出力素子の
          直前で待機しており、同信号入力により更新されます。

  実際に割り込みを使用するには、 ◆割り込みリソースを取得する。（１-５項）
                                 ◆割り込み処理サブルーチンを用意する。

　　　　　　　　　　　　         　◆ドライバで割り込みを使用するように設定する。
  このあと、当割り込み制御ポートに書き込みを行いますが、ＷＩＮＤＯＷＳ９５／ＮＴでは
  割り込みコントローラ素子（パソコン本体内）をアプリケーションで直接操作することはせず、
デバイスドライバが事前・事後の処理と応答操作を行い、アプリケーションには通知と戻りの
メッセージ交換で対処します。  具体的には本ボード付属のＣサンプルの該当部分を参照して
ください。《添付のデバイスドライバを使用した例》
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《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》                                                               ３-５. ＤＡ出力モードの指定

3-5. ＤＡ出力モードの指定

　　ｏｕｔｐ（BASE＋１，ＭＤ１）；　／＊　ＤＡチャンネル１モード・データ　＊／
　　ｏｕｔｐ（BASE＋０，ＭＤ０）；　／＊　ＤＡチャンネル０モード・データ　＊／

　チャンネルごとにアナログ（ＤＡ）出力の範囲／動作分解能／データコード／更新モード、およ
びデジタル入力による強制０ｖ出力機能の設定を行います。

　　　　　　表３－５Ａ．【ＢＡＳＥ＋１】出力ポートの構成 ------ チャンネル１用

ﾋﾞｯﾄ 　　　　各ビットの機能・意味 　＝１のとき 　＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７ 　《未使用》 　０
Ｂ６ 　デジタル入力（Ｉ１）による強制０ｖ制御 　 　許可 　　　禁止 　０
Ｂ５ 　ＤＡデータ・コード（バイポーラのとき） 　 ２の補数 　ｵﾌｾｯﾄﾊﾞｲﾅﾘ 　０
Ｂ４ 　アナログ出力範囲モード 　 Ｂモード 　　Ａモード 　０
Ｂ３
Ｂ２

　ＤＡ分解能選択（および強制０ｖ出力制御） 　　　　　　表３－５Ｃ 　０
　０

Ｂ１
Ｂ０

　アナログ出力範囲選択 　　　　　　表３－５Ｄ 　０
　０

　　　　　　表３－５B．【ＢＡＳＥ＋０】出力ポートの構成 ------ チャンネル０用

ﾋﾞｯﾄ 　　　　各ビットの機能・意味 　＝１のとき 　＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７ 　更新モード指定 　　 同期 　　　単独 　０
Ｂ６ 　汎用デジタル入力（Ｉ０）による強制０ｖ制御 　　 許可 　　　禁止 　０
Ｂ５ 　ＤＡデータ・コード（バイポーラのとき） 　 ２の補数 　ｵﾌｾｯﾄﾊﾞｲﾅﾘ 　０
Ｂ４ 　アナログ出力範囲モード 　 Ｂモード 　　Ａモード 　０
Ｂ３
Ｂ２

　ＤＡ分解能選択（および強制０ｖ出力制御） 　　　　　　表３－５Ｃ 　０
　０

Ｂ１
Ｂ０

　アナログ出力範囲選択 　　　　　　表３－５Ｄ 　０
　０

《補助説明》

　Ｂ７：　当ビットをセット（＝１）すると両チャンネルのＤＡ出力更新はチャンネル０の上位
　　　　バイト書き込み直後（ボード内フォトカプラ転送時間９.５μｓ後）、同時に行われます。
　　　　また、更新時に【ＵＰＤ－ＯＵＴ】信号を出力します。　この信号は複数ボードの同期
　　　　更新（マスタスレーブ）動作に使用できます。／３－１項．参照。
　　　　　当ビットがクリア（＝０）されている場合、各チャンネルのＤＡ出力更新は各チャン
　　　　ネルのデータ書き込みごとに独立して行われます。

　Ｂ６：　当ビットのセット（＝１）により、該当・汎用デジタル入力がＴＴＬレベルＨｉｇｈ、
　　　　または開放になったとき該当ＤＡ出力が強制的にリセット（０ｖ出力）状態となります。

　Ｂ５：　ユニポーラ出力範囲のＤＡデータ・コードはストレートバイナリのみですが、
　　　　　バイポーラ（±）出力範囲のときは当ビットにより選択されます。

　Ｂ４：　２－２項を御参照ください。

  Ｂ３，Ｂ２： ＤＡ分解能選択（および強制０ｖ出力制御）／表３－５Ｃ。

Ｂ１，Ｂ０： アナログ出力範囲選択表／３－５Ｄ。
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３-５. ＤＡ出力モードの指定                                                               《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》

　　表３－５Ｃ．分解能選択

Ｂ３ Ｂ２ 　　　ＤＡ分解能
 １  １ 　強制０ｖ出力【注１】
 １  ０ 　１６ビット  【注２】
 ０  １ 　１４ビット
 ０  ０ 　１２ビット

 【注１】 アナログ出力バッファをＤＡから
         切り離し、０ｖ出力状態とする。

 【注２】 １６ビット指定のときの出力範囲は
　　　　±１０ｖ／±５ｖ に限る。

　　表３－５Ｄ．出力範囲選択

Ｂ１ Ｂ０ 　アナログ（ＤＡ）出力範囲
 １  １ 　　　　　±　５ｖ
 １  ０ 　　　　　±１０ｖ
 ０  １ 　　　０～＋　５ｖ
 ０  ０ 　　　０～＋１０ｖ

　　　　　　　　　　　【２－２項．参照】

　　表３－５Ｅ．上記２表・総合

 Ｂ３  Ｂ２  Ｂ１  Ｂ０   （Hex）  選択される分解能  選択される出力範囲
  １   ０   ×   １   ９orＢ    １６ビット        ±  ５ｖ
  １   ０   ×   ０   ８orＡ     〃   〃        ±１０ｖ
  ０   １   １   １   ７    １４ビット        ±  ５ｖ
  ０   １   １   ０   ６     〃   〃        ±１０ｖ
  ０   １   ０   １   ５     〃   〃    ０～＋  ５ｖ
  ０   １   ０   ０   ４     〃   〃    ０～＋１０ｖ
  ０   ０   １   １   ３    １２ビット        ±５  ｖ
  ０   ０   １   ０   ２     〃   〃        ±１０ｖ
  ０   ０   ０   １   １     〃   〃    ０～＋  ５ｖ
  ０   ０   ０   ０   ０     〃   〃    ０～＋１０ｖ

                ×：don’t care（０，１いずれでも可）
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《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》                                                               ３-６. ＤＡデータの書き込み

3-6. ＤＡデータの書き込み

　　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋６，１Ｌ）；　／＊　ＤＡチャンネル１の下位バイト書き込み　＊／
　　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋７，１Ｈ）；　／＊　ＤＡチャンネル１の上位バイト書き込み　＊／
　　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋４，０Ｌ）；　／＊　ＤＡチャンネル０の下位バイト書き込み　＊／
　　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋５，０Ｈ）；　／＊　ＤＡチャンネル０の上位バイト書き込み　＊／

   各チャンネルのＤＡデータは必ず下位バイト→上位バイトの順に書き込みます。  更新モードが
 単独動作のときは、ＤＡデータの上位バイト書き込み直後（フォトカプラ転送時間９.５μｓ）に
 ＤＡ出力素子内蔵のラッチが更新されます。　同期動作のときは、チャンネル０の上位バイト書き
 込み直後（フォトカプラ転送時間９.５μｓ）に両チャンネル出力素子内蔵のラッチが同時に更新
 されます。
　 本動作の様子は３－１項／図３－１Ｂ／図３－１Ｃを御参照ください。

　◆ワード・アクセスのときは各下位バイト・データ用のアドレスを指定します。

　　　　表３－６Ａ．【ＢＡＳＥ＋４】および【ＢＡＳＥ＋６】出力ポートの構成

　　　　　　　　　 （チャンネル０用）    （チャンネル１用）

ﾋﾞｯﾄ 　ビット機能 　　　　　　　　　　　　適　用 ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７
Ｂ６
Ｂ５
Ｂ４
Ｂ３
Ｂ２
Ｂ１
Ｂ０

：Ｄ７
：Ｄ６
：Ｄ５
：Ｄ４
：Ｄ３
：Ｄ２
：Ｄ１
：Ｄ０（LSB）

　　　　　　　ＤＡデータ・下位８ビット 【注】

　　　　表３－６Ｂ．【ＢＡＳＥ＋５】および【ＢＡＳＥ＋７】出力ポートの構成

　　　　　　　　　 （チャンネル０用）    （チャンネル１用）

ﾋﾞｯﾄ 　ビット機能 　　　　　　　　　　　　適　用 ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７
Ｂ６
Ｂ５
Ｂ４
Ｂ３
Ｂ２
Ｂ１
Ｂ０

：Ｄ15 (MSB)
：Ｄ14
：Ｄ13
：Ｄ12
：Ｄ11
：Ｄ10
：Ｄ 9
：Ｄ 8

　　　　　　　ＤＡデータ・上位８ビット 【注】

　　　　　　　　　　【注】　電源ＯＮ、パソコン本体のハードウエア・リセット操作、または
　　　　　　　　　　　　　本ボードのリセット操作によりＤＡ出力は初期値＝０ｖになります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（０，１，両チャンネル共）
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３-６. ＤＡデータの書き込み                                                               《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》

　□■ ＤＡデータ・フォーマット ■□

　　ＤＡデータは出力モード設定【３－５項】により各チャンネルごとにデータ長（＝分解能）と
　コードを指定できます。　１データは２バイト構成なので１２ＢＩＴ・１４ＢＩＴのときは右詰
　め、すなわち上位バイトの最上位ビット側に無効ビットが生じます。

　　　　　　　　　　　　　　図３－６．ＤＡデータ・フォーマット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下位バイト
　　　　　　　　　　　　 　　MSB　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　LSB

 （全分解能共通）  Ｄ７  Ｄ６  Ｄ５  Ｄ４  Ｄ３  Ｄ２  Ｄ１  Ｄ０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上位バイト
　　　　　　　　　　　　　　MSB　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　 LSB

 １２ＢＩＴの場合 　★ 　★ 　★ 　★  Ｄ11  Ｄ10  Ｄ９  Ｄ８
 １４ＢＩＴの場合 　★ 　★  Ｄ13  Ｄ12  Ｄ11  Ｄ10  Ｄ９  Ｄ８
 １６ＢＩＴの場合  Ｄ15  Ｄ14  Ｄ13  Ｄ12  Ｄ11  Ｄ10  Ｄ９  Ｄ８

　　　　　　　　　　　　　　 ★印：無効データ
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《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》                                                                 ３-７. ステータス・データ

3-7. ステータス・データ

　　　ｓｔｓ＝ｉｎｐ（ＢＡＳＥ＋２）；　／＊　ステータス・データ　＊／

　　本ボードに書き込まれたＤＡデータが（絶縁用フォトカプラを通して）ＤＡ出力素子に転送中
　であることを示すＢＵＳＹフラグ、および（ＵＰＤ－ＩＮ端子に）有効な割り込み信号が入力さ
　れたことを示すＩＮＴフラグを読み込みます。

　　　　　　　      表３－７．【ＢＡＳＥ＋２】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　　　各ビットの機能・意味 　＝１のとき 　＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７  割り込み要求フラグ  割り込み要求発生  未発生・読み済 　０
Ｂ６  外部入力（ＵＰＤ－ＩＮ）現在状態      Ｈｉｇｈ      ＬＯＷ   ０
Ｂ５  《未使用》   ０
Ｂ４  《未使用》 　０
Ｂ３ （ＰＣＩバス上の）ＩＮＴ信号出力     アクティブ    クリア状態 　０
Ｂ２  ＢＵＳＹ-２フラグ（＝BUSY-1 OR BUSY-0） 　    転送中  未転送・転送終了 　０
Ｂ１  ＢＵＳＹ-１フラグ（ＤＡチャンネル１） 　    転送中  未転送・転送終了 　０
Ｂ０  ＢＵＳＹ-０フラグ（ＤＡチャンネル０） 　    転送中  未転送・転送終了 　０

  《補助説明》

    Ｂ７：   当割り込み要求フラグは外部入力信号ＵＰＤ－ＩＮを割り込みとして許可している
           とき、その指定極性エッジでセット（＝１）され、同時に割り込み要求信号がＰＣＩ
           バス上に発信されます。【３－４項．参照】
             ◆なお、割り込み要求フラグは読み込み直後にクリア（＝０）されます。

    Ｂ６：    外部入力ＵＰＤ－ＩＮの現在状態を反映します。  割り込みを禁止した状態では
            汎用の１ビット入力として利用することもできます。

    Ｂ３：  “外部割り込み”と“ＰＣＩバス上のＩＮＴ信号出力”が共に許可されているときに
            外部割り込み信号の指定エッジが入力されるとセット（＝１）されるが、本ステータ
            スポートの読み込みで（Ｂ７のように）自動クリアされることはなく、意識的にクリ
            ア操作を行う必要があります。【３－４項参照】

    Ｂ２
    Ｂ１
    Ｂ０：   本機に制御データ（３－４項，３－５項）やＤＡデータ（３－６項）を書き込むと
           きはＢＵＳＹフラグが“０”（＝データ転送中ではない）でなければなりません。
                                                     【３－１項／図３－１Ｂ，Ｃ．参照】
　         　◆ＤＡ出力を連続して更新するような場合は当ＢＵＳＹフラグが“０”であること
           を確認してから更新データを書き込む手順としてください。
             ◆ＢＵＳＹ－２（ビットＢ２）は両チャンネルのＯＲを示すので、普通は当フラグ
           を使用すればよいでしょう。
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３-８. 汎用ＴＴＬデジタル入出力                                                          《ＴＤＡ-７７２ＰＣＩ》

3-8. 汎用ＴＴＬデジタル入出力

　　ｄｉｎ＝ｉｎｐ（ＢＡＳＥ＋３）；／＊　汎用ＴＴＬ（現在値）入力　＊／

　　　　　　　       表３－８Ａ．【ＢＡＳＥ＋３】入力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　　各ビットの機能・意味 　　＝１のとき 　　　＝０のとき
Ｂ７
Ｂ６
Ｂ５
Ｂ４

ボード番号スイッチ入力：ＳＷ-ＢＮ
（本ボードを複数使用時の認識用）

               ０Ｈ～ＦＨ

Ｂ３  Ｉ３：汎用デジタル入力ビット３  Ｈｉｇｈ・（開放）  ＬＯＷ・（ＤＧに接続）
Ｂ２  Ｉ２：　 〃　 〃　 〃　 〃　２ 　　〃　 ・（ 〃 ）    〃  ・（  〃  〃  ）
Ｂ１  Ｉ１：　 〃　 〃　 〃　 〃　１【注】 　　〃　 ・（ 〃 ）    〃  ・（  〃  〃  ）
Ｂ０  Ｉ０：　 〃　 〃　 〃　 〃　０【注】 　　〃　 ・（ 〃 ）    〃  ・（  〃  〃  ）

　　　  【注】  ビット１、０はソフト指定（３－５項）でアナログ出力の強制０ｖ出力制御にも
              使用できます。  アナログ出力の強制０ｖ出力制御が許可されているときは、

                  Ｉ１＝ Ｈｉｇｈ・（開放）のとき：チャンネル１は強制０ｖ出力。
                  Ｉ１＝ ＬＯＷ・（ＤＧに接続）のとき：チャンネル１は通常アナログ出力。
                  Ｉ０＝ Ｈｉｇｈ・（開放）のとき：チャンネル０は強制０ｖ出力。
                  Ｉ０＝ ＬＯＷ・（ＤＧに接続）のとき：チャンネル０は通常アナログ出力。

　　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋３，ｄｏｕｔ）；　／＊　汎用ＴＴＬ（ラッチ）出力　＊／

  表３－８Ｂ．【ＢＡＳＥ＋３】出力ポートの構成 ／ＳＷ-ＰＬ：Ｐ側（正論理）設定のとき／

ﾋﾞｯﾄ 　　　　　各ビットの機能・意味 　　＝１のとき 　　＝０のとき ﾘｾｯﾄ時
Ｂ７
Ｂ６
Ｂ５
Ｂ４

　《未使用》

　０
　０
　０
　０

Ｂ３ 　Ｑ３：汎用デジタル出力ビット３ 　　Ｈｉｇｈ 　　　ＬＯＷ 　０
Ｂ２ 　Ｑ２：　 〃　 〃　 〃　 〃　２ 　　　　〃 　　　　〃 　０
Ｂ１ 　Ｑ１：　 〃　 〃　 〃　 〃　１ 　　　　〃 　　　　〃 　０
Ｂ０ 　Ｑ０：　 〃　 〃　 〃　 〃　０ 　　　　〃 　　　　〃 　０

  【注１】  出力論理はボード上のスイッチ（ＳＷＳＷＳＷＳＷ----ＰＬＰＬＰＬＰＬ）で設定されます。  Ｐ側：正論理
                                                                       Ｎ側：負論理

  【注２】  当ポートの出力レベルは出力素子（ソケット実装）の交換により変更も可能です。
          また、出力端にプルアップ抵抗（ＲＡ１）実装可能エリアも用意されています。
                                                          （図１－２Ａ、回路図参照）

                    表３－８Ｃ．
    適用         レベル    出力素子名
 出荷時実装   ＴＴＬレベル   ７４ＬＳ０４
 ユーザオプション   オープンコレクタ   ７４ＬＳ０６


